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研 究 会・シンポジウム報告 
 
2018 年 7 月 7 日（土） 公開シンポジウム報告 
テーマ： 「グローバル教育改革モデルと教育の効果検証システム―英国 Ofsted の経験と
日本の教育政策の路線―」 
ゲストスピーカー：Sir Michael Wilshaw 氏（英国教育水準局(Ofsted)の前主任勅任監察官） 
前川喜平氏（前文部科学事務次官） 
木岡一明氏（名城大学教授） 
時 間： 14:15～18:15 
場 所： 神田キャンパス 1 号館 301 教室  
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   「10 年続いている地域通貨たまのこれまでとこれから」 
２）池辺潤一（藤野地域通貨よろづ屋事務局代表） 
   「「お互いさまのお金」持続可能な社会のための仕組みづくり」 
３）西部忠(本学経済学部教授) 
   「地域通貨の持続可能性はいかに得られるのか」 
時 間： 15:00〜18:00 
場 所： 専修大学向ケ丘遊園サテライトキャンパス スタジオ A 
参加者数：25 名 
報告内容概略： 
 江田氏は、川崎市多摩区で 2007 年に NPO ぐらすかわさきを母体として始まった地域通
貨たまを説明した。地域の人と人、人と市民活動団体や地元商店をつないで、子育て世代
や高齢者も暮らしやすいコミュニティを作ることがその目的だ。2017 年 10 月現在、たま
運営委員会による発行額は 400 万たま、参加者は個人会員 88 名、市の施設や商店など事
業者 64、市民活動団体 20。「１円＝１たま」と計算するが、円での購入、円への換金は不
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2018 年 7 月 31 日（火） 夏季実態調査 事前勉強会報告 
テーマ： 秋田県の地域と産業経済の動向 
報告者： 佐藤 良知氏（秋田県産業労働部産業政策課 政策監）  
時 間： 15:00～17:00 
場 所： 生田キャンパス 2 号館 225 教室 
参加者数：16 名 
報告内容概略： 
本研究会は、社会科学研究所にて 2018 年 9 月 3 日～7 日に実施が予定されていた「北前
船の足跡をたどる Part2 日本海東北：秋田～山形～新潟」実態調査の事前研究会として開
催されたものである。特に、秋田では 2 日間の調査をすることになっており、秋田市役所
はじめ、県内の主力企業である由利本荘市の TDK やにかほ市では 500 年続く酒蔵を訪問
する事が決まっていた。したがって秋田県全体の現状について知りおく必要があることか
ら、今研究会の講師として、わざわざ秋田県庁から産業労働部産業政策課政策監である佐
藤良和氏にお出向きいただいた。また、佐藤氏をお招きするに当たってもろもろの調整を
してくださったのは秋田市東京事務所あきた売込み課主幹の菊地 拓氏であり、当日は佐
藤氏と一緒に研究会に参加いただきご意見や秋田の紹介をいただいた。 
まず、佐藤氏から秋田県の産業経済動向と産業振興政策について説明があった。秋田県
の人口の推移、県内総生産の状況がマイナス・減少傾向にあることが確認された後、県内
の産業構成と、特に私たちが訪れる製造業の状況、そこでは特に電子部品・デバイス産業
が出荷額の 27％を占めるリーディング産業であること、近年の中小企業の減少傾向と経営
者の高齢化の問題などを丁寧に解説していただいた。 
その後、出席者からは上記のような現状に対する秋田県の施策内容を中心とした質問
（や提案）が多く出され、意見交換も含めて活発な議論がなされた。 
記：専修大学人間科学部・樋口博美 
 
